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【手続補正書】
【提出日】令和3年3月4日(2021.3.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの剛毛体が突出する一掃部と、
　この一掃部の少なくとも一部を取り囲み且つ取り付ける一掃部ハウジングと、
　を備え、
　前記一掃部ハウジングが前記一掃部に滑り嵌合する少なくとも１つのハウジング凹状ト
ラック及び少なくとも１つのハウジング凸状トラックを有し、並びに、少なくとも１つの
前記剛毛体が剛毛ヘッド及びこの剛毛ヘッドから延びた１つ以上の剛毛を有することを特
徴とする障害物一掃装置。
【請求項２】
　前記の少なくとも１つの剛毛体が、前記一掃部に着脱自在に取り付けられた剛毛取り付
け部から突出する請求項１に記載の障害物一掃装置。
【請求項３】
　前記一掃部が、少なくとも１つの一掃用トラックを有し、この少なくとも１つの一掃用
トラックが前記一掃部ハウジングに滑り嵌合する請求項１に記載の障害物一掃装置。
【請求項４】
　前記一掃部が矩形角柱体を有し、この角柱体がさらに前記一掃部ハウジングに滑り嵌合
する少なくとも１つの一掃用凹状トラックおよび前記一掃部ハウジングに滑り嵌合する少
なくとも１つの一掃用凸状トラックを有する請求項１に記載の障害物一掃装置。
【請求項５】
　前記一掃部ハウジングが前記一掃部に固定されている請求項１に記載の障害物一掃装置
。
【請求項６】
　さらに、前記一掃部が少なくとも１つの一掃用凹状トラックおよび少なくとも１つの一
掃用凸状トラックを有し、
　前記の少なくとも１つの一掃用凹状トラックが前記ハウジング凸状トラックに滑り嵌合
し、そして、
　前記の少なくとも１つの一掃用凸状トラックが前記ハウジング凹状トラックに滑り嵌合
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する請求項１に記載の障害物一掃装置。
【請求項７】
　さらに、前記一掃部ハウジングに接続して且つこの一掃部ハウジングに対して前記一掃
部を固定するロッキング機構を有する請求項１に記載の障害物一掃装置。
【請求項８】
　障害物一掃装置において、
　少なくとも１つの剛毛体を突き出した一掃部と、
　滑り可能に取り付けて保持し、且つ一掃部の少なくとも一部を取り囲む一掃部ハウジン
グと、
　前記一掃部に設けた第１端部および第２端部と、
　を有し、
　前記一掃部ハウジングが前記第１端部と前記第２端部との間の前記一掃部で滑り嵌合す
ることを特徴とする障害物一掃装置。
【請求項９】
　前記の少なくとも１つの剛毛体が、前記一掃部に着脱自在に取り付けられた剛毛取り付
け部から突出する請求項８に記載の障害物一掃装置。
【請求項１０】
　前記一掃部が、前記一掃部ハウジングに滑り嵌合する少なくとも１つの一掃用凹状トラ
ック、および、前記一掃部ハウジングに滑り嵌合する少なくとも１つの一掃用凸状トラッ
クを有する請求項８に記載の障害物一掃装置。
【請求項１１】
　前記一掃部ハウジングが、前記一掃部に滑り嵌合する少なくとも１つのハウジング凹状
トラックおよび少なくとも１つのハウジング凸状トラックを有する請求項８に記載の障害
物一掃装置。
【請求項１２】
　さらに、前記一掃部が少なくとも一つの一掃用凹状トラックおよび少なくとも一つの一
掃用凸状トラックを有し、
　前記の少なくとも一つの一掃用凹状トラックが前記ハウジング凸状トラックに滑り嵌合
し、そして
　前記の少なくとも一つの一掃用凸状トラックが前記ハウジング凹状トラックに滑り嵌合
する請求項１１に記載の障害物一掃装置。
【請求項１３】
　さらに、前記一掃部ハウジングに接続して且つこの一掃部ハウジングに対して前記一掃
部を固定するロッキング機構を有する請求項８に記載の障害物一掃装置。
【請求項１４】
　障害物一掃装置において、
　一掃部と、
　前記一掃部に取り付けた少なくとも１つの剛毛体と、
　前記剛毛体に設けた剛毛ヘッドと、
　前記剛毛ヘッドから延びた１つ以上の剛毛と、
　を備え、
　前記一掃部の少なくとも一部を取り付けて且つ前記一部を取り囲む非回転の一掃部ハウ
ジングを有し、そして、前記一掃部が第１端部と第２端部とを有し、
　前記一掃部ハウジングが、前記第１端部と前記第２端部との間の前記一掃部と滑り嵌合
することを特徴とする障害物一掃装置。
【請求項１５】
　前記一掃部に着脱自在に取り付けられた前記の少なくとも１つの剛毛体である請求項１
４に記載の障害物一掃装置。
【請求項１６】
　前記一掃部が少なくとも１つの一掃用トラックを有し、この少なくとも１つの一掃用ト
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ラックが前記一掃部ハウジングに滑り嵌合する請求項１４に記載の障害物一掃装置。
【請求項１７】
　前記一掃部が矩形角柱体を有し、この角柱体がさらに前記一掃部ハウジングに滑り嵌合
する少なくとも１つの一掃用凹状トラックおよび前記一掃部ハウジングに滑り嵌合する少
なくとも１つの一掃用凸状トラックを有する請求項１４に記載の障害物一掃装置。
【請求項１８】
　前記一掃部ハウジングが、前記一掃部に滑り嵌合する少なくとも１つのハウジング凹状
トラックおよび少なくとも１つのハウジング凸状トラックを有する請求項１４に記載の障
害物一掃装置。
【請求項１９】
　さらに、前記一掃部が少なくとも１つの一掃用凹状トラックおよび少なくとも１つの一
掃用凸状トラックを有し、
　前記の少なくとも１つの一掃用凹状トラックが前記ハウジング凸状トラックに滑り嵌合
し、そして
　前記の少なくとも１つの一掃用凸状トラックが前記ハウジング凹状トラックに滑り嵌合
する請求項1８に記載の障害物一掃装置。
【請求項２０】
　さらに、前記一掃部ハウジングに接続して且つこの一掃部ハウジングに対して前記一掃
部を固定するロッキング機構を有する請求項１４に記載の障害物一掃装置。
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